
今野 雄一   

質問の件名及び質問の要旨（質問時間） 答弁を求める者 

１ 地域の介護を支える人材確保に向けて  （３０分） 

 

 民間信用調査会社の東京商工リサーチが発表した調査結果によ

ると、２０２５年の介護事業者の倒産は過去最多の１７６件となり

ました。休廃業や解散も最多の６５３件に上っています。倒産の内

の業種では、訪問介護が９１件となり、３年連続で最多を更新して

います。こういった状況の背景には、物価の高騰や他産業への流出

も含めた深刻な人材不足があるとみられています。 

人材不足の状況は、市内事業者にもみられます。先日、市内の介

護保険施設や居宅サービス事業者の、介護福祉士とケアマネジャー

にお話を伺う機会がありました。共通していたのは、「離職後の人

員補充も進まず、慢性的な人手不足に直面している」という声でし

た。 

介護業界では、長年にわたり人材不足が続いており、国や自治体

において各種の人材確保策が進められています。しかし、全産業平

均より低い賃金水準、業務負担の大きさ、資格取得に伴う費用負担、

職場環境の課題などが複合的に影響し、人材の定着が進みにくい状

況です。今年６月には介護報酬の臨時改定による賃上げが予定さ

れ、また、ケアマネジャー資格制度の見直しも議論されていること

から、一定の改善が期待されますが、依然として他産業との賃金格

差などの課題は残ります。 

介護現場で、利用者や家族に寄り添った介護サービスの提供の維

持ができるよう、市や地域の実情に応じた、人材確保と定着に向け

た支援や取組も必要であると考えます。 

以下、お伺いいたします。 

 

（１）要介護認定者の推移 

（２）市内介護事業者における人材確保の現状について 

（３）介護人材の確保に向けた市の取組について 

ア 第９期介護保険事業計画での取組 

  イ 第１０期介護保険事業計画策定への取組 

（４）埼玉県市町村介護人材確保支援事業補助金を活用した、 

人材育成・就職マッチングついて 

市 長 

 

 


